
令和 8年度 総務常任委員会行政視察報告書 

 

１ 参加委員 

 （委員長）藤村 優佳理  （副委員長）滝口 友美  

（委員）金田 俊信 （委員）岸 正明 （委員）水島 誠司 （委員）柾木 太郎  

 

２ 視察日時 

令和８年４月２８日（火曜日） 午前１０時００分から午前１２時００分 

 

３ 視察先 

  北海道北広島市 

 

４ 視察事項 

（１）職員の人材確保に関する取り組みについて 

（２）職員の人材育成・定着について 

 

５ 視察概要 

                   （担当 水島誠司  ） 

視察先選定理由 昨今、職員の人材不足で各自治体で人材獲得に向けて競争が激しくなっている。 

全国的な知名度を活かした採用広報と民間派遣など人材育成に力をいれている事

から北海道北広島市を選定した。 

 

内 容 

 

 

エスコンフィールド誘致後に全国的に有名になった北広島市だが知名度を活かし

まちづくり計画にボールパーク整備が反映され官民連携で計画が進められてい

る。職員採用には独自のセミナーや採用管理支援システムパブリックコネクトの

導入で民間企業との連携を図り専門人材の確保を行っている。 

人材育成については民間派遣や外部交流を図り研修なども実施し離職、転職防止

のため、民間業務の考え方を学び知見を広げる研修なども実施している。 

改革に向け若手の職員のアイデアを政策や業務改善に反映させる仕組みなど新し

い仕組みにも取り組んでいる。 

 

 

考 察 

 

今後、市職員の採用については競争が激化することが予想される。 

市と球団によるまちづくりで新しいビジネスモデルのような形が出来上がってい

る事が採用募集時に大きく影響し応募者数の増加と競争率は高くなっている。 

若手の職員には DX、窓口改革についてプロジェクトチームが作られ、自由で柔軟

な提言などもできるため、やりがいを感じモチベーションアップに繋がると考え



られる。業務量の増加から定員管理計画の改定を行い定員の増加を実現してい

る。 

若い職員については２年間の民間派遣や外部交流を通じて職員のやりがいと能力

向上にも繋げ離職防止を図っている事がわかる。 

 

茅ヶ崎市の職員の知見を広げるため民間との連携は必要と考える。 

 

 



備 考  

 

 

 


